イガン カンジャ ニ オケル ジュツチュウ サンプ ガンサイボウ ニ ヨル フクマク テンイ ケイセイ by 竹林 克士
Surgery-induced peritoneal cancer cells in
patients who have undergone curative







イガン カンジャ ニ オケル ジュツチュウ サンプ 
ガンサイボウ ニ ヨル フクマク テンイ ケイセイ
URL http://hdl.handle.net/10422/7693
氏 名 竹林 克士
学 位 の 種 類 博 士 （医 学）
学 位 記 番 号 博 士 甲第７１３号
学 位 授 与 の 要 件 学位規則第４条第１項該当
学 位 授 与 年 月 日 平成２６年 ９月１０日
学 位 論 文 題 目 Surgery-induced peritoneal cancer cells in patients who have undergone curative
gastrectomy for gastric cancer
（胃癌患者における術中散布癌細胞による腹膜転移形成）
審 査 委 員 主査 教授 杉原 洋行
副査 教授 九嶋 亮治





















































(学位論文審査の結果の要旨) (明朝体1 1ポイント、 6 0 0字以内で作成の
進行胃癌では、治癒切除後にもかかわらず再発をきたすことが少なくなく、その多くが腹膜播
種による。洗浄腹水中の腫癌マーカー遺伝子(CEAやCK20等)の発現をRT-PCRで検出するこ
とによって.腰癌細胞の残存を検出できると報告されてきたが、その残存腫癌細胞の増殖能や
造腫痕能を確認した研究はなかった。本研究では、鹿痩珊胞が手術中に散布される可能性に注
目し、術前の腹腔洗浄液でRT-PCR陰性、術後に陽性となった症例で、腹水中の腫癌細胞の増殖
能を確琵し,その結果と術後再発との関係を検討し、以下の結果を得た。
1)術前の洗浄腹水で繍胞珍陰性の102例中、 PCRでも陰性であった57例のうち、 35例で術後
洗浄腹水のRT-PCRが陽性となった。この35例中24例で細胞培巷にて癌細胞の増殖を確甜
し、そのうち4例ではSCIDマウスの腹腔内で癌紳胞の腰痛形成を確認した。
2)術後3年での無再発生存期率は、術後RT-PCR陽性例で、 (術前のRT-PCR陽性か陰性かに
かかわらず)陰性例より有意に低く、腹膜再発は、癌細胞の増殖が確認された24例中日
例で認められ.癌細胞の増殖が確認されなかった11例中1例より有意に高率であった。
本論文は、胃痛の腹膜再発について、新しい知見を与えたものであり、最終試験として論文内
容に関連した試問を受け合格したので、博士(医学)の学位論文に値するものと認められた。
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